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｢先生から､ 子どもさんの気持ちはわかり

ます､ と言われたけれど､ わかるはずがない｣

とおっしゃった保護者がいました｡ 子どもさ

んは不登校です｡ 普段の先生の言動がとても

子どもを理解しているものとは思えない､ と

いう思いが感じられました｡

｢気持ちがわかる｣ というのは難しい言葉

です｡ 相談室でも相談者の気持ちをわかろう

としながら､ お話をお聴きしますが､ わかる

と思うこともあればよくわからないこともあ

りますし､ たとえわかったと感じたとしても､

それはこちらの勝手な憶測に過ぎません｡

問題に直面している人のお話をお聴きする

ときに､ 共感すること､ その気持ちに寄り添っ

て聴くことはとても大切です｡ あなたの感情

は当然だと思う､ もしわたしがあなたの立場

だったらきっと同じように感じると思う､ と

いう聴き手の気持ちを伝えるということです

が､ やはり難しいと感じます｡ ｢わかる｣ と

口にすると､ 逆に ｢わかっていない｣ ｢わか

るはずがない｣ と感じさせてしまう危険があ

る一方､ 言葉にしなければ話し手が不安に感

じることもあるからです｡

｢あなたの気持ちはわかる｣ という言い方

には傲慢な響きがあるのかもしれません｡ わ

たしたちは､ 自分の気持ちを誰かにわかって

もらいたいと願う一方で､ 簡単にわかられて

たまるか､ という一面をもちますし､ 自分で

自分がわからなくなることもあります｡ あな

たの気持ちを簡単にわかることはできないけ

れど､ わかりたいと思っている､ いう姿勢を

示すことがすべてなのかもしれません｡

(家庭児童相談室 相談員 砂川真澄)

■古紙再生率100％の再生紙を利用しています｡
■揮発性有機化合物発生の抑止と紙のリサイクル性に優れた ｢大豆インキ｣を使用しています｡
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